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この度,第4回インターフェイス

口腔健康科学国際シンポジウムExceL

一ent young investigator awardを拝受致

しました(2011年3月)｡本稿では,

受賞対象の内容をここに紹介させて頂

きます｡

骨吸収抑制薬のビスホスホネ-ト

(BPs)は骨組髭症の第一選択薬です｡

BPsには分子内に窒素があるもの(NBPs)とないもの(non-

NBPs)があります｡作用はNBPsが非常に強力であるため,

NBPsが圧倒的な市場を占めています｡しかし, NBPsによ

る顎骨の骨髄炎と壊死で歯科来院患者が急増し大きな問題に

なっています｡最近では, NBPs自体が官粗髭症最大の苦痛

である骨痛,筋肉痛,関節痛をもたらすとの報告もあります｡

興味深いことに,動物実験や臨床報告でnon-NBPのetjdro-

nateやciodronateがNBPよりも強い鎮痛効果を示すとの報

告もありました｡従って, BPsは未知の機構により鎮痛効果

を発揮する可能性があります｡今回受賞した研究では, BPs

の鎮痛効果を痛みの指標として広く利用されているabdomi-

nai constriction response (ACR)を用いて,マウスにて行動観

察による計測,脊髄と三叉神経脊髄路核におけるFos陽性

ニューロン発現の組織学的な定量評価,血中co面costeron

の変化のELiSAによる評価を行うことを目的としました｡

ACRに対する行動観察でのBPsの効果は皮下,静脈,経口,

脳室内,腹腔注の経路で前授与し,種々のマウスにて行動観

察による計測を行った結果いずれのマウスにおいても,

non-NBPs (etidronateとciodronate)は種々の投与方法で　投

与1時間以内に鎮痛効果を示し,鎮痛効果は投与48時間後

も観察されました｡ NBPs (aiendronate, risedronate, minodro-

nate)に明瞭な鎮痛効果はみられませんでした｡脊髄と三叉

神経脊髄路核におけるFos陽性ニューロンの免疫染色で

ACRに伴う変化の計測でetidronateと_ciodronateは, ACR

に伴う脳と脊髄でのFos増加に対して,明確な抑制作用を

示しました｡マウスの血清のELiSAでは,評価酢酸投与後

血中co由costeronの増加に対してciodronateは抑制作用を

示しました｡

今後は, non-NBPsによる鎮痛効果のメカニズムを詳細に

検討していく予定です｡

本研究の遂行にあたり,ご指導,ご協力頂いた諸先生方に

御礼申し上げます｡
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